
平成３1年度

調 査 報 告 書
（勤務態様等調査のまとめ）

令和２年２月

山口県公立学校教頭会 調査部



１　回答者の構成 回答率 87.2% (417/478)

（１）校種・性別

校種・性別

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

男性 186 69.9% 126 88.1% 1 33.3% 4 80.0% 317 76.0%

女性 80 30.1% 17 11.9% 2 66.7% 1 20.0% 100 24.0%

合計 266 143 3 5 417

①　性別割合
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

（３）　教職経験年数

（４）　教職昇任年齢

（５）　教頭経験年数

２　生活面について

（１）　現住所について
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

＜生活根拠地居住者の状況＞

①　生活根拠地を離れて勤務した経験

②　生活根拠地を離れて勤務したことのある者の年数

③　現住所（生活根拠地）から勤務校までの距離
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

④　通勤に利用している交通機関

⑤　通勤時間

＜赴任地居住者の状況＞

①　生活根拠地を離れての勤務年数
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

②　生活根拠地から勤務校までの距離

③　現住所から勤務校までの距離

④　通勤に利用している交通機関

⑤　通勤時間（片道）
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⑥　赴任の状況

⑦　単身赴任手当の受給の有無
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

⑧　住居の種類

⑨　家賃から住居手当を差し引いた額

⑩　食事
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

⑪　生活上で困っていること（複数回答）

凡例
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

⑪　生活上で困っていること（１人が回答した課題数と人数）

＜健康管理について＞

３　平成３０年度の傷病による通院・入院の平均日数

小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

内科 7.5 7.1 5.5 3.5 7.3

外科 8.4 5.5 5.0 20.0 7.4

その他 5.7 5.9 5.0 0.0 5.7
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

４　ストレスを感じていること（複数回答）

１人あたりのストレスの数と人数
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

５　現在の健康状態

＜勤務について＞

６　出勤時刻

②　早く出勤しなければならない理由（複数回答）
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

７　退庁時刻

①　勤務終了時刻からどのくらい後か。

②　退庁が遅くなる理由（複数回答）
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

８　担当している授業時数

①　時間割に位置付けられた授業時数（週当たり）

②　時間割に位置付けられていない授業時数（教職員の病休や授業経営等の補佐など：週当たり）

凡例
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

９　クラブ活動や部活動について

①　クラブ活動や部活動の担当について

②　放課後等の対応や活動（週当たり、①で主顧問、副顧問と回答した者のみ）

③　週休日や祝日等の対応や活動（週当たり、①で主顧問、副顧問と回答した者のみ）
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

１０　振替休業日等について

①　振替休業日の消化率

凡例
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小学校 中学校 小中一貫（小） 小中一貫(中） 合計

１１　教頭として特に困っていること（複数回答）

凡例
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記述式回答項目の内容

※ 多くの教頭先生方から記述の回答をいただきました。重複する内容も多くあり同じ

ご意見を多くお持ちであることがうかがわれました。内容が等しいと思われる記述に

ついてはまとめさせていただきました。

問２（２）⑪ 生活上で困っていること（その他）

＜小学校＞

・睡眠環境や食事の栄養バランス等の影響により、体調がすぐれない。

・食生活（外食・弁当中心）

・食事（準備や片付け）に伴う労力

・自宅まで帰省するのにかかる時間

・自宅と赴任先との公共料金等の生活費等が二重になるが、自己負担となること。週末

等に帰宅する際のガソリン代などは自己負担になるため、その経費負担が大きい。

＜中学校＞

・時間的にコンビニエンスストアでしか買い物ができないことが度々あり、食費がかさ

む。

問２（２）⑫ 単身赴任のメリット・デメリット

○メリット

＜小学校＞

・自分の時間が自由に使える。

・一人の時間が確保できる

・家事に費やす時間が短いため、仕事に集中できる時間が長くとれる。また、生活根拠

地とは異なる環境で生活することで、視野が広がる。

・家族の大切さを痛感できた。

・帰宅後に一人で自分のペースで仕事をすることができる。

・業務に専念できる

・勤務校に近く、単身なので時間の自由がきく。

・勤務地に近く緊急対応ができる。

・通勤を起因とする肉体的精神的疲労が少ない。

・近くに住めるので通勤に時間がかからない。

・広く山口県内の状況を把握できる。

・仕事で遅く帰り、家族に迷惑をかけなくてすむ。

・他地域の教育を知ることができる。

・子どもや年老いた両親が心配する顔を見ずに、勤務時間を早朝から深夜まで取れる。

・時間を自由に使える。

・自宅に帰るよりも時間的に余裕がある。

・自宅に帰れないと割り切って仕事に集中できること。

・自宅通勤は、通勤時間がかかり、私にとっては、健康維持の面から職務遂行に難しさ

があり、通勤時間の短い単身赴任の方がよい。

・自分の経験したことのない地区のことを知ることができる。



・身軽に引っ越しができる。

・地域とのつながりや地域の情報を得やすい。

・地域の様子が分かる

・赴任先の文化に触れることができる

＜中学校＞

・ひとりで気楽に生活できる

・家が近いので遅くまで仕事ができる。通勤時間が短い。

・教頭職に集中でき、仕事に没頭できる。

・生徒指導対応等で、すぐに学校に駆けつけられる。

・業務上、家族に迷惑をかけることが少ない。

・勤務地に近いため時間を上手に使い校務ができる

・時間を気にせずに仕事に集中できる。

・時間を自分なりの計画で使うことができる。

・自分のペースで生活でき、仕事や余暇も時間をうまく使えることができる。

・職場に近い方が何かと便利。（特に緊急時）。

・職務に集中できる。

・身軽である

・早い対応が可能

・早朝に出勤、深夜に帰宅しても家族に迷惑がかからない。

・地域になじめる

・ 夫婦仲がよくなる。久々に会うので大切にしてくれる。

＜小中一貫（中）＞

・職務に集中できること。

・自分のペースで生活・仕事ができる。

●デメリット

＜小学校＞

・食事が偏る。（健康面に不安が生じる）

・お金がかかることと家族のことが心配なこと。

・家族との団らんの時間がとれない。食生活が不規則。

・家族と過ごす時間が必然的に短くなることや、環境の違いにより体調に影響が出てし

まっている。

・よい健康状態が維持できないこと。

・親や家族に何かあったときにすぐに行けないこと。

・家族、生活根拠地での地域（自治会）での役割が果たせない。不規則な生活になりが

ちである。

・家族とコミュニケーションがとりにくい。環境整備・災害の際など自宅に帰っていた

場合、対応が難しい。

・帰省の交通費・時間がかかる。県の財政にとっても不経済、単身赴任手当や住居手当

分を児童の支援等に充てられる。

・家族との心理的な距離ができる。妻に負担がかかる。



・家族と顔を合わせる時間が少ない。帰省に時間（２時間弱）を要する。食事が外食（弁

当）中心になり、栄養が偏ってしまい健康面が気になる。休日に地区の行事があると、

帰省できないことがある。

・家族と別々に暮らすことによる、精神的・経済的負担。

・家族と離れることで子育て等が十分にできない。

・二重生活により生活費が余分にかかる。

・家族の緊急事態時の対応が難しい。

・家賃等の生活費及び休業日に生活根拠地に帰る交通費の負担が大きい。

・学校施設の危機管理において、単身赴任だと帰省したときにすぐに学校に行けない。

・帰省にかかる時間（往復 5時間以上）が無駄。
・休日の行事に出ると実家に帰れない

・業務ばかりの日々になる。

・現在、家族とは離れているが隣市の実家から通勤しているので、高齢の母については

安心。

・残務処理に対する効率が悪い。週休日に処理することが難しい。

・子どもの教育に関わる時間が少ない。

・自宅のことが心配

・生活根拠地の情報に疎くなる。

・周囲に店や病院がなく、リフレッシュできない。

・家族で助け合いができない。

・週末に学校業務が入ると帰ることができない。

・小さい家族のいる者にとっては、わが子の子育てが思うようにできない。

・子どもの顔を見られない。

・食事等の家事の負担をしつつ、仕事の持ち帰り等で休まる時間がない。

・食費やガソリン代など、月々余計な出費がかかる。手当の範囲内では結局赤字になる。

・休みの日の行事や安全対応などで帰れずに家族との時間がとれないことが多い。

・生活リズムの乱れが起きやすい。

・単身赴任のため、帰宅が遅くなる傾向にある。

・地域（自治会等）の役割をこなすことができない。他の方へお願いすることが多い。

・地域との交流が希薄である

・赴任地周辺に親しい人がいない。

・すべてデメリット。

・仕事に集中できるが、家族・家庭のことがおろそかになる。

＜中学校＞

・いざという時に家族を助けられない。

・お金がかかる。手当では半分もまかなえない。

・帰省にかかる時間が無駄。

・かかりつけ医が生活居住地にある

・愚痴を言えない

・家族との会話が少なくなる、自分や家族が体調不良の時にすぐに対応が難しい。



・家族と顔を合わせる時間が取れないことと、家に年寄りを抱えているので、健康状態

が心配である。

・家族と離れていることで、家族の健康状況等が心配である。

・家族と離れていることによる精神的負担が大きい。

・生活根拠地での自治会活動に参加しにくい。（配偶者任せ）

・家族の体調などが悪い場合すぐに行くことができない

・家庭の役割を十分に担えない

・教頭職の激務＋家事等をしなけれならないわずらわしさ等々、単身赴任は「百害あっ

て一利なし」

・体調不良の時に自分自身でやらなければならない

・身の回りのことに時間をとられる。

・生活根拠地に残している子どもや妻が心配。

・生活根拠地の自宅の管理が難しいこと

・単身赴任手当が出ないため、生活費がかかる。

・配偶者のストレス（こどもの教育）が大きくなる。

＜小中一貫校（小）＞

・単身赴任は、気の休まる時がないので、疲れがとれない。

・食事に関して、自炊のため栄養等が偏りがちになり健康管理が難しい。

＜小中一貫校（中）＞

・病気・けが等への対応ができない。家族に何かあった時、すぐに対応できない。

問４ ストレスを感じていること（その他）

＜小学校＞

・インフルエンザに罹ったとき。

・家族と別居していること。

・管理職手当をもらっているという理由で、労働時間にきりがないこと。

・校長の人間性と命令、単身赴任の生活。

・仕事量の多さと日々の忙しさ 休日が無くなること。

・施設の故障や修理など維持管理に関する突発的な対応・市発注の長期間の工事関係対

応、調査物提出にあたる回答までの準備等。

・事務職員の引き上げによる事務処理。

・若手教職員の生活面でのサポート等

・職員の休職に伴って、代替が配属されず、担任としての業務が教頭業務に加算される

こと。

・親の介護

・他校の先生方の指導

・地域連携関係やＰＴＡ関係の業務を校内で教頭が一手に引き受けている。地域性もあ

り、本来の学校の仕事でないことが代々引き継がれて教頭が行っているが、終了する

ことも難しい。また、市のＰＴＡ行事関係の事務局や他団体の事務局等、毎年何らか

の校外の事務局が回ってくる。働き方改革の流れもあり、業務を他の教職員に割り振



ることも難しい。工夫して少しずつ業務改善を行っているが、仕事の絶対量は変わら

ない。

・中学校籍で小学校に勤務していること

・調査報告等の事務処理に関すること。

・毎日の食事

＜中学校＞

・家族と離れて生活すること。

・教頭の本来の業務そのものが多岐に渡りすぎていて、その対応にストレスを感じるこ

とがある。

・業務に見通しが持てない。

・勤務校での業務全般

・健康を害した職員たちから派生した業務関係のごたごた。

・市への提出文書やＰＴＡ、学校運営協議会、地域教育ネット、小中一貫教育の準備な

ど、業務量が多すぎること。

・時間外業務時間が長く、帰宅時間が遅いこと。

・出張や研修が多すぎて、じっくり校務に向き合えない

・新任のため仕事に見通しがたたず、目先の業務に追われがちである。

・調査報告文書や学校評価アンケートのまとめなどの事務処理

・通勤時間が長い

・本来の教頭業務といわれる中にも徒労感（必要性が感じられない）を感じる業務が多

くある。

・様々な業務に追われて、資質向上のための勉強が満足にできないことや自身の成長の

実感が全くもてないこと。

問６ ② 早く出勤しなければならない理由（その他）

＜小学校＞

・挨拶、児童の出迎え、環境整備

・業務処理のため。教職員出勤後や児童の登校後は、まとまって時間を捻出することが

難しく、落ち着いて業務に当たれない。

・校長・教員の出勤時刻が早い

・事務処理・業務処理にあたるため。

・児童の登校支援

・集中して自分の仕事ができる時間の確保

・職員を迎える立場にあるため。

・先生方とともに働くため。

・早いほうが交通混雑を避けられ、短時間で出勤できる。

・担任業務と事務を兼ねているため空き時間がなく、文書受付はどうしても勤務時間外

となる。

・提出書類や起案文書の作成等 雑務

・提出物、受付文書の整理



・電話対応

・登校時の交通指導

・当然来るものであるという雰囲気

＜中学校＞

・メールの確認

・気持ちよく、先生方を迎えたい。

・教頭として、遅く行くわけにはいかない。

・業務が残っている。

・交通渋滞の緩和

・校長がかなり早く出勤するため、それより早く出勤。

・市への提出文書やＰＴＡ、学校運営協議会、地域協育ネット、小中一貫教育の準備な

どの業務を行うため。

・事務処理等

・早く出勤してくる教員がいるため。

・文書整理などの処理

＜小中一貫（小）＞

・交通事情

問７ ② 退庁が遅くなる理由（その他）

＜小学校＞

・ＰＴＡ役員会等資料作成、会議、学校運営協議会関係

・学校通信等作成 その他雑務

・学力向上推進リーダーであるため、学校に戻ってから教頭業務が始まるため

・教職員からの相談（生徒指導、行事企画、授業づくり等）への対応

・校務分担以外の雑務は安易に教頭職に振られるため。学校ホームページの更新。

・校地内の環境整備（草刈や除草ざいの散布など）

・校長の指示業務

・校内会議 学校運営協議会 ＰＴＡ会議 社会団体との打ち合わせ

・行事等の準備

・最後にみかじめて帰るのが当然という雰囲気

・雑務等が多く、6時以降から教頭本来の仕事となる。

・若手教員の人材育成・サポート、起案文書の確認

・生徒指導対応等に関する関係教職員との情報共有

・全ての職員が退庁が遅いためとコミスク及び小中一貫関係の業務に時間を要するため。

・全教職員の退庁を待つ

・草刈り・剪定・営繕などの環境整備など

・遅いほうが交通混雑を避けられ、短時間で帰宅できる。

・遅くまで残っている教員がいるため

＜中学校＞

・ＰＴＡ、学校運営協議会、地域教育ネット、小中一貫教育などの準備



・ＰＴＡ活動への対応、校舎等の工事業者への対応、健康を害した職員たちから派生し

た業務関係のごたごた。

・各主任との連絡調整

・教職員が部活動を終えて帰ってくるのを待って、お疲れ様の声かけをするため

問10 ②振替休業日が消化できない理由

＜小学校＞

・そもそも、位置付けられていない。もしくは、休日は、ボランティアと考えられてい

る。

・とれる日がない。

・安全管理のため。

・外部への対応を必要とするため

・学校は振休でもどうしても対応しないといけない場合があるため。

・割り当てられた教職員の代わりの出張

・管理職が休日等に行事等に参加したときに、振り替えしなければならないという発想

すらない。

・休みの日に、管理職として出席した研修会や行事に対して、振替をとるという感覚が

ない。

・出て当たり前という雰囲気で、月によっては週休日の半分近く地域の行事等の対応と

なっている。

・振替は教職員にはあっても管理職にはない。

・休むと仕事が溜まる。他に迷惑をかけるので、休めない。管理職（教頭）は振替休業

をとるものではないというムードがあるので、後ろめたさを感じないように、年休で

処理している。

・休日に実施される地域行事に参加するだけであるため、振替をとってよいか分からな

い。

・業務過多で休めない。

・業務があるので、休めない。年休も余っている。

・業務が重なってしまい休みを取るだけ自分が追い込まれていくから。

・業務に支障をきたすため

・勤務日だけでは、仕事が消化できないため。

・校務多忙、地域行事・会議への参加

・工事の業者への対応。行事の準備。

・校内事情で休めない

・行事等準備、地域行事参加、調査物等処理

・今年度出張が多く、また校内の事情により、出勤した。

・残っている仕事を少しでもこなすために、出校するため。

・授業の持ち時間が多く振替が困難であること、また事務処理等がたまってしまうため

・授業進度の確保

・週休日の行事が多い。



（例）：校内にある山の整備、おやじの会の奉仕作業、地域行事（盆踊り等の祭り、奉

仕作業、敬老の集い、マラソン大会、門松づくり、ライトアップ準備・点灯式、サン

ドアート、ニジガハマギクさし芽・定植準備）、幼稚園・保育園の運動会、卒園式、ト

イレの改修工事による施設管理、エアコン設置に係る開錠・施錠

・出張が振り替え週休日となっているため、学校が開いているときに休みにくい。

・小さな学校では、振替をとると、人的スタッフがいないため、無理。

・小規模校のため学校運営上支障をきたすため。

・振替をすることでかえって業務が煩雑になったり、帰りが遅くなってしまう。

・振替休業日に設定していたところに出張・行事等が重なってしまい、改めて設定する

ことが困難なため。

・振替休業日を消化する余裕がない。

・地域の行事に参加したり、校舎施設の修繕、修理の立ち会い等

・地域行事や出張が重ならない限りほぼ消化できている。

・長期休業日もなかなか忙しく、消化できないことが多い。

・平日であるため本校だけが閉庁できないから。

・平日を楽にするために休業日に自分の仕事をするため

＜中学校＞

・ＰＴＡやコミュニティ・スクール、その他の仕事が終わらない。

・スケジュール調整が困難であるため。

・とることによって自身の業務が滞り、より負担となるため。

・休む雰囲気ではない。

・休めば業務がたまって大変になるだけなので、勤務した方がよい。

・教員数が少なく、なかなか取りづらい。

・個人的な出張の振替休業は、ほかの教職員が勤務していると思うと休みにくい。

・事務処理、地域連携関係などの残務、または出張が多く、消化しにくい。

・授業や行事等で多忙のため。

・週休日に部活の大会引率を行うと、管理職は振替休業を取らざるを得ないので、学期

に４日程度振替となるため。

・振替をとる余裕がなく、振替をとってしまうと業務に支障をきたすため

・振替を消化すると教職員に負担がかかる

・他の先生方のお休みの日に別の業務が入ったり、高校の授業があったりするため。ま

た、部活動には所属していないが、臨時部として、他の職員が引率できない場合は、

宿泊を伴う県外の試合に引率をするため。

・地域のボランティア活動等の引率

・地域行事や部活動の試合応援などに出かけざるを得ない場合もあるが、その振替を申

し出にくい雰囲気がある。地方公務員法に管理職はこの限りではないという項目があ

ったと思う。振替をとるには校長の許可がいる。

・日額特勤手当がないため、振替をとりたいが、学校が心配で休めない。

・部活動を担当しており、週休日に開催される大会は出張扱いとなり振休が必要となる

が、新任研修や３年生の授業時数確保のため、振休をとることが難しい。



・文書受付や旅行命令簿、休暇簿などの処理が滞り、先生方に迷惑をかけてしまうので、

消化できない状態である。

・平日は授業があり休めない。長期休業中も、他の教員の休みを優先させるため休めな

い。

＜小中一貫（中）＞

・休むと他に負担をかける。

問11 教頭として特に困っていること（その他）

＜小学校＞

・ＰＴＡ業務も要綱等の作成、打ち合わせ等たいへんである。

・教職員の関係もよく困っていることは多くない。

・校長への対応

・産休・育休に伴う職員数の維持

・授業と外部対応が重なったとき

・集金未納者への連絡。時間外業務過多教職員への対応

・地域との連携 運営協議会が主体的に活動しているが、とても盛んに行われている分

会議も多い。また、運営協議会が主導しているので学校行事等の調整に苦労する。

・地域の方への行事の案内文書の作成、配付

＜中学校＞

・部活動指導に伴う時間拘束と体力気力の消耗・働き方改革の推進

・学校現場は、朝から（一日中）予定にない多くのことに対応を迫られる。

・タイムリーな対応を行うためには教頭は授業を持たない方がよい。

・校地内の環境整備

・校長との人間関係

・時間外の会議の多さ

・他校への兼務が多く、所属校での教頭業務を果たしづらい

・調査報告文書などの事務処理の多さ

・毎日の文書処理、調査の等事務量の多さ



平成３１年度 勤務態様の実態調査

山口県公立学校教頭会調査部

本調査は、山口県公立学校教頭会要請活動のための参考資料となるものです。山口県公立学校教頭会のホームペー
ジから、Ｗeb上にてご回答ください。９月３０日(月)までに完了いただきますようお願いします。

≪回答者について≫令和元年度末としてお答えください。
① 性 別 ア 男 イ 女
② 年 齢 ア35～43 イ44～47 ウ48～50 エ51～53 オ54～56 カ57～60
③ 教職経験年数 ア ～20 イ21～25 ウ26～30 エ31～35 オ36～
④ 教頭昇任年齢 ア35～43 イ44～47 ウ48～50 エ51～53 オ54～56 カ57～60
⑤ 教頭経験年数 ア １年 イ ２年 ウ ３年 エ ４年 オ ５年 カ ６年 キ ７年以上

≪生活面について≫
問１ 現在の居住地はどこですか。 ア 生活根拠地である イ 生活根拠地ではない(赴任地で生活)

問２ 回答によって、お答えください。
(1) 問１でアと答えた方のみ答えてください。
①教頭になってから生活根拠地を離れて勤務したことがありますか。※１年未満は１年とする。
ア ない イ ある → 年数をお答えください。（ ）年
②生活根拠地から勤務校までの距離はいくらですか。※□□ｋｍ以上～△△ｋｍ未満
ア ０～ ６ イ ６～１４ ウ １４～２６ エ ２６～４０
オ ４０～６０ カ ６０～８０ キ ８０～
③勤務に利用している交通機関は何ですか。
ア 徒歩 イ 自転車 ウ 列車 エ バス オ バイク カ 乗用車 キ 定期船
④片道に要する通勤時間は何分ですか。※□□分以上～△△分未満
ア ０～１０ イ １０～２０ ウ ２０～３０ エ ３０～４０ オ ４０～５０
カ ５０～６０ キ ６０～７０ ク ７０～８０ ケ ８０～９０ コ ９０～

(2) 問１でイと答えた方のみ答えてください。
①今年度を含めて、教頭として生活根拠地を離れての勤務年数は何年になりますか。※１年未満は１年とする。
ア １年、 イ ２年、 ウ ３年、 エ ４年、 オ ５年、 カ ６年、 キ ７年以上
②生活根拠地から勤務校までの距離はいくらですか。※□□ｋｍ以上～△△ｋｍ未満
ア ０～４０ イ ４０～６０ ウ ６０～８０ エ ８０～１００ オ １００～
③現住所(赴任地)から勤務校までの距離はいくらですか。※□□ｋｍ以上～△△ｋｍ未満
ア ０～２ イ ２～１０ ウ １０～２２ エ ２２～３４ オ ３４～
④勤務に利用している交通機関は何ですか。
ア 徒歩 イ 自転車 ウ 列車 エ バス オ バイク カ 乗用車 キ 定期船 ク その他
⑤片道に要する通勤時間は何分ですか。
ア ０～１０ イ １０～２０ ウ ２０～３０ エ ３０～４０ オ ４０～
⑥赴任の状況は次のどれですか。 ア 単身赴任 イ 配偶者等と
⑦単身赴任手当てを受給していますか。 ア もらっている イ もらっていない
⑧住居は次のどれですか。 ア 教員住宅 イ アパート ウ 借家 エ 間借り オ その他
⑨一ヶ月の家賃から住居手当を差し引くといくらになりますか。※□万円以上～△万円未満
ア ０～１ イ １～２ ウ ２～３ エ ３～４ オ ４～５ カ ５～６ キ ６～
⑩食事はどのようにしていますか。
ア ほとんど自炊 イ 時々外食 ウ ほとんど外食 エ まかない オ その他
⑪生活上で困っていることは次のどれですか。【複数回答可】
ア 住居の状態 イ 家族との連絡 ウ 買い物が不便 エ ゴミ出し オ 医院・病院が遠い
カ 救急医療機関がない キ 公共交通機関が不便 ク余暇を過ごす施設設備がない ケ 道路整備状況が悪い
コ 家族と顔を合わせていられる時間を十分とれない サ 子どもの教育が心配 シ 家族の健康状況
ス 自宅の管理 セ 金融機関が遠い ソ 光熱費 タ 帰省にかかる交通費 チ 帰省の頻度
ツ その他 ( )
⑫単身赴任のメリットとデメリットを具体的にお答えください。【複数回答可】



☆ここからは再び全員でお答えください。
≪健康管理について≫
問３ 平成３０年度の傷病による通院・入院に該当する記号に、延べ日数を数字で記入してください。
ア 内科関係 イ 外科関係 ウ その他
※入院・通院の延べ日数を、それぞれ記入ください。 ☆平成31年度新任教頭は回答せず、空白でお願いします。

問４ ストレスを感じているのはどんなことですか。【複数回答可】
ア 授業や補教等、授業に関すること イ 校長や教職員等の学校内部の人間関係に関わること
ウ 保護者や地域住民等の学校外部との人間関係に関わること エ 児童生徒との人間関係や指導面に関わること
オ 精神的・身体的健康等の健康管理面に関わること カ 雑務等の本来の教頭の業務以外に関わること
キ その他( )

問５ 現在の健康状態について
ア 健康である イ 良いときも悪いときもあり将来的に不安 ウ 体調の悪いことが多く常に不安を抱えている

≪勤務について≫
問６ 出勤時刻についてお答えください。
①勤務開始時刻のどれくらい前に出勤していますか。
ア ３０分前 イ ４５分前 ウ １時間以上前
②早く出勤しなければならない理由は次のどれですか。【複数回答可】
ア 開錠 イ 外部への対応 ウ 安全管理 エ 打合せ オ 授業等準備 カ その他( )

問７ 退庁時刻についてお答えください。
①勤務終了時刻からどれくらい後に退庁していますか。※□時間以上～△時間未満
ア ０～１ イ １～２ ウ ２～３ エ ３～４ オ ４～
②退庁が遅くなる理由は次のどれですか。【複数回答可】
ア 見回り・戸締り・施錠 イ テスト・ノーﾄ添削や次時の授業準備等 ウ 調査報告等事務処理
エ 児童生徒の指導 オ 保護者や地域への対応 カ 備品の管理 キ 部活の指導
ク 教職員とのコミュニケーション ケ 業者対応 コ 他校との連絡・調整 サ その他（ ）

問８ 担当している授業時数についてお答えください。
①時間割に位置づけられた授業時数（週あたり）をお答えください。
ア 持っていない イ ５時間未満 ウ ５時間以上１０時間未満
エ １０時間以上１５時間未満 オ １５時間以上２０時間未満 カ ２０時間以上
②時間割に位置づけられていない授業時数（教職員の病休や授業経営等の補佐等；週あたり）をお答えください。
ア 持っていない イ ３時間未満 ウ ３時間以上５時間未満
エ ５時間以上７時間未満 オ ７時間以上１０時間未満 カ １０時間以上

問９ クラブ活動や部活動等についてお答えください。
①クラブ活動や部活動等の担当についてお答えください。
ア 主担当または主顧問 イ 副担当または副顧問 ウ 担当していない
②放課後等の対応や活動（週あたり）ついてお答えください。（①で「ア」か「イ」と答えた方のみ）
ア ほとんど毎日対応 イ 約半分程度対応 ウ 活動していないまたは担当していない
③週休日や祝日等の対応や活動（週あたり）ついてお答えください。①で「ア」か「イ」と答えた方のみ）
ア ほとんど毎回対応 イ 約半分程度対応 ウ 活動していないまたは担当していない

問１０ 振替休業日等についてお答えください。
①振替休業日等の消化率についてお答えください。
ア 完全消化 イ ５０％以上９０％未満消化 ウ ２０％以上５０％未満消化
エ ２０％程度消化 オ 全く消化できていない
②振替休業日等が消化できない理由をお書きください。

≪全般について≫
問１１ 教頭としての勤務で、特に困っていることは何ですか。【複数回答可】
ア 職務の分担範囲 イ 教職員の指導管理 ウ 危機管理 エ 授業や補教 オ 校舎管理
カ 来客対応 キ 事務職との兼務 ク 職場の人間関係づくり ケ 職員数の不足 コ 時間外勤務
サ 児童生徒の指導 シ 保護者 ス 地域 セ 校内研修の推進 ソ 許可免授業
タ 教職員の意識改革 チ 教職員評価 ツ 特別支援教育 テ 資金不足 ト 学校評価
ナ 他校との連携 ニその他( )



考 察

業務改善を推進することが喫緊課題となっているなか、本年度も県内の教頭先生方か

ら貴重なご回答をいただきありがとうございます。９月に実施しましたが、アンケート

実施やパスワードの周知に不備があったため、入力〆切を２回延長しましたが、87.2 ％
の回答率を得ることができました。

まず、生活根拠地から離れて勤務した経験がある（問２）教頭は、小学校では 50％、
中学校では 38 ％、校種合計では 45 ％となっています。３年以内の勤務期間が多くなっ
ています。この際、配偶者と離れて単身での赴任は合計で 96％になり、教員住宅やアパ
ートを住居としていることが分かります。およそ半数弱が家族と離れ、一人で生活する

ことを経験されています。

そこで、単身赴任をし生活上困っていること（問２⑪）を見ると、家族との接触（全

体 77 ％）、帰省の交通費（49 ％）、家族の健康（45 ％）が上位にあがります。また、家
賃から住居手当を差し引いた額を見ると、約半数の方が２～３万円となっており経済的

な負担があることがうかがわれます。記述回答の中には、睡眠環境や食事のバランスに

より、体調が優れないことがあげられており、健康面でも不安を感じている実態が見え

てきます。

そこで、単身赴任のメリット・デメリットをみていくと次のことが分かります。（詳細

は別紙記述式回答項目の内容）

［メリット］

○自分の時間が自由に使える。一人の時間が確保できる。

○業務に専念できる。

○自分のペースで生活・仕事ができる。

○広く山口県内の状況を把握できる。

などがあり、業務に専念できたり、経験したことのない地域のことを知ることができる

ことのよさを回答されています。しかし、本来の業務を考えると、メリットと言いなが

ら超過勤務や持ち帰り業務が当然のごとく存在していることが想像されます。

［デメリット］

●食事が偏り健康面で不安がある。

●二重生活のため帰省の交通費や生活費で経済的な負担が増える。

●家族と離れていることによる精神的な負担がある。

●家族の健康状況が心配である。

●帰省時の学校施設の危機管理が十分にできない。

などがあり、経済面や精神面で負担になっている現状が多くの記述回答にあがっていま

した。業務を遂行する上で日々の生活や離れている家族への不安が負担となっているよ

うです。このことは、前年度のアンケート結果でも分かるように、単身赴任の恒常的な

問題点だと考えられます。

また、現在の健康状態を見てみると（問５）、健康状態が将来的に不安であると感じて

いる方が全体で約 30％あり、その一因と考えられるストレスの原因を見てみると（問４）
本来業務以外（全体で 61％）や内外の人間関係があがっています。さらに、記述回答か
ら見ると、



●家族と別居していること。

●仕事量の多さ。（提出文書・PTA 関係・学校運営協議会・地域協育ネット・小中一貫
教育準備など）

など、多岐にわたる業務によりストレスを感じていることが分ります。

さらに、出勤時刻を見ると勤務開始１時間以上前が校種別全体の 90％近くに上ってい
ます。早く出勤しなければならない（問６）理由としては、解錠が約 68％、安全管理が
約 63％となっているとともに、
●児童の出迎えや挨拶、職員を迎えるため。

●業務処理のため。

などと、ここでも多忙な教頭の姿が見られます。気になる点は、当然朝早く来るもので

あるという雰囲気や教頭として遅く行くわけにはいかないという記述がみられることで

す。

続いて退庁時刻を見ると、より一層多忙な姿が分かります。勤務終了２～３時間後の

退庁が約 30％、３～４時間後が約 40％、そして、４時間以上後が約 22％となり、疲労
が蓄積されているのではないかと想像されます。

理由としては、調査報告等事務処理が 80 ％と最も多く、保護者地域対応が約 55 ％、
教職員とのコミュニケーションが約 45％となっています。記述回答には、教頭本来の仕
事は午後６時以降からであるという切実な記述も見られました。また、最後にみかじめ

をして帰るのが当たり前という意識もあるということが見受けられました。

次に、時間割に位置づけられた授業時数（週当たり）（問８）を見てみると小学校、中

学校とも５～１０時間が多いことが分かります。しかし、小中一貫校（小中）を見ると 10
～ 15時間が 100％という数値が出ています。校内事情によると思われますが、考慮して
いかなければならないかもしれません。

クラブ活動や部活動については（問９）、中学校で主顧問、副顧問を合わせて約 60％、
小中一貫（中）では、40 ％が担当されています。そのうち、週休日や祝日等の対応を見
ると中学校では 13 ％、小中一貫（中）では、50 ％が何らかの対応をしていることが分
かります。

振替休業日の消化率（問 10）を見ると、全体では 50 ％の消化率であり、全く消化せ
ずが小中学校では約 10％あるのが気になる点です。業務があるので休めない、振替自体
が困難であるという理由が見られます。

最後に、教頭としての勤務で困っている点（問 11）では、小中一貫（小）の教職員の
指導（100 ％）、職場の人間関係（100 ％）、そして、教員数不足（67 ％）が高率である
ことが特にあげられます。さらに、記述回答を見るとどの種別においても、業務の多さ

が課題としてあがっています。

今年度は、昨年とほぼ同じ設問により実施しましたが、教頭職としての厳しさが改め

て実感できるものとなりました。詳細な分析までは至りませんが、このアンケート結果

をもとにわずかでも業務改善のヒントになればと思います。

実施にあたり、多忙な業務の中でご回答いただき大変ありがとうございました。


